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「が ん患 者 さん とその ご家族 のための
ウェルネスセ クシ ョン」研 究会の活動
高橋 美和,齋 藤 ゆみ
は じ め に
2005年,初めて健康科学 に 「が ん患者 さん とその御
家族 のためのウェル ネスセ クシ ョン」研 究会設立の経
緯 と活動組 織,活 動 内容,活 動 の展 望 な どを報告 し
た。 その後 も順調 な活動 を続 け,昨 年,2006年の活動
報告 では,ウ ェルネスセクシ ョン研究会の活動の軌跡
に加 え活動実績 に基づい た 目的の明確化 と今後の課題
を述べ た。
「が ん患者 さん とその御家族 のための ウェルネスセ
クシ ョン」研究会 は2005年2月か ら毎月1回 の定例研
究会議 を重 ね,現 在で はX30回余 を数 えるまで にな っ
た。 ここまで研究会が継続で きたの も会員の皆 さんや
学生 ・市民 ボラ ンテ ィア会員,保 健学科の支援があ っ
て こその成果 である。
また,こ の1年 は2つ の大 きな出来事があ った。1
つ 目は,研 究会 の 目標の1つ であ った第1回 ウェル ネ
ス シンポジ ウムを2006年n月に無事開催で きた ことで
ある。 そ して,2つ 目は,ウ ェルネス研 究会 とは直接
的な関係 はない ものの,2007年を 目処 に京大病院の玄
関 にウェルネスエ リアが設置 され るこ とが本格化 した
ことである。 これは 「ウェルネス」の概念 を京大病院
に広 めた と言 う意味か ら意義深い こ とと考 える。 これ
らの ことは,こ れ までの活動 を通 じ,当 初の理念や組
織活動,活 動計画 な どの実施 ・実現が如何 に多難であ
るか を実感 しつつ も地道 に辛抱強 く活動 を継続 して き
た賜物 と言 える。
しか し,こ れが私達,研 究会の最終 目的(ゴ ール)
ではない ことは 自明で,こ れか らが真のス ター トであ
り,よ うや くス ター ト地点 に立 ったに過 ぎない と考え
ている。
今 回の活動報告で は,昨 年か らの研究会活動の軌跡
とこれか らの課題や展望 を述べてい きたい。
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1「 がん患者 さんとその ご家族 のための
ウェルネスセ クシ ョン」設置の ための
研究会活動 の軌跡
前述 の通 り今年1年 間は,こ れ までの地道 な活動が
ようや く実 を結 んだ記念すべ き年であ った。昨年度の
反省か ら課題 を明 らか し,さ らに試行錯誤 を重ねなが
らの1年 で もあった。研究会運営組織 としては昨年同
様,ま ず は交流支援 と有用情報提供部門の2領 域 に焦
点 を絞って活 動 を進め た。有 用情 報提 供の準 備 と し
て,ま ず は研究会 メンバ ーが情報 を共有 し,知 識 を深
め学習す る ことの必要性か ら,定 例会議の中 に話題提
供 とい う形 で会員 に よる講演の時間 を設定 した。 これ
は,「が んの医療 やケ ア,研 究」 に関す るテーマで30
分程度 の講演 を会員が持 ち回 りで行 うもので,第12回
会議 よ り実施 し,is年度 は6回 行 った(表 の 。
定例会議 では,そ のほか一番の大 きな 目標であ った
初 めての ウェル ネス シンポジウム開催 に向け検討が重
ね られた。 テーマの検討や開催場所の準備 などすべて
が手探 り状 態 であ ったが,研 究 会 メ ンバ ーが一丸 と
なって臨んだ結果,テ ーマは,「支援 のmiから,生 き
る力 ・治癒力 を高 め よう」 を設定 し,特 別講演 を日本
医科大学准教授 であ り癒 しの環境研究会の主宰 もされ
ている高柳和江先生 にお願いす るこ とで一致 した。 シ
ンポ ジウム当 日は高柳先生 に 「癒 しの環境 と治癒力」
のテーマで ご講演頂 き,ま た,患 者 さん,医 療者 を代
表 し,貴 重 な発言 を頂い た。参加者 は,患 者 さん,そ
の ご家族 の方 々,一 般市民 をは じめ とし医師,看 護師
など医療 関係者 も多数 ご参加頂 き,シ ンポ ジウムの内
容 もア ンケー ト結果か ら判断す るに,高 い評価 を戴け
た もの と認識 している。
シンポ ジウムの参加者77名か らの ア ンケー ト回答者
数は,54名(回 答率70%)で あ った。性別は男性17名
(31%),女性37名(69%)であ り,年 代別では,6割
以上 が50代以上 であった。 シ ンポジウムを知 った きっ
か けは,7割 弱 が知 人の紹 介 と京大 関係者 か らであ
り,シ ンポジ ウムに参加 した動機 は,4割 近 くが ウェ
ル ネスについ て知 りたか った,と 回答 した(表2)。
シ ンポ ジウム に参 加 しての 感想 はs割 以 上が 良か っ
た,大 変 良かった と回答 し,ま た,7割 の方が シンポ




開催 日 年間行事 ・主な議題 話題提供(担 当)
第14回 2006年4月H日
1.18年度 活 動 の 具 体 的 方 策
2.シ ンポ ジ ウ ム につ い て
『が ん と リハ ビ リテ ー シ ョン』
黒 木 裕 士 先 生




第16回 6月20日 1.シ ンポ ジ ウ ム につ い て
rがん サ ポ ー トグ ル ー プ につ い て 』
齋 藤 ゆみ
第17回 7月zs日 1.シ ンポ ジ ウ ム に向 け て
第18回 8月29日
1.シ ンポ ジ ウ ムの 場 所,時 間 変 更 な ど
2.ポ ス タ ーの 制 作 作 業 予 定
第19回 9月19口
1.プ ロ グ ラ ムの 検 討
2.シ ンポ ジ ウ ムの 役 割 検 討
3.ポ ス タ ーの 検 討
4.「ウ ェル ネ.ス研 究 会 の 目的 と活 動」 に 関 して
5.新 聞紙 上 へ の 宣 伝
第2〔咽 lo月17日
1.シ ンポ ジ ウ ムの 進 捗 状 況
2.当 日の 日程
3.iz月ク リ スマ ス会 につ い て
is月26H 第 一 回 ウ ェ ル ネ ス シ ンポ ジ ウム
第21回 H月21目
1.ウ ェ ル ネ ス ク リス マ ス 会 に つ い て
2.研 究 組 織 ・規 約 につ い て
第22回 12月19日
1.平 成19年度 ウ ェル ネ ス研 究 会 の 運営 に つ い て
2.ウ ェル ネス ク リス マ ス 会 の 準 備 につ い て
12月2旧 ウ ェ ル ネス ク リ スマ ス 会
第23回 2007年1月16口
1.ウ ェ ル ネ ス ク リス マ ス会 会 計 報告.
ア ン ケ ー ト結 果 報 告





1.シ ンポ ジ ウ ム冊 子 の 構 成 等
2.平 成18年度 活 動 報 告 の ま とめ









表2シ ン ポ ジ ウム に参 加 した 動 機
参 加 者77名,ア ン ケ ー ト回 答 数54名(回 答 率70.1%)
11 %
ウSル ネ ス に つ い て知 りた か っ た 24 36.9
健康について考えたかった 5 7.7
療養生活上の困難を解決 したかった fi s.z





(表3,資 料 の 。
また年末 には,昨 年 に引 き続 き12月に第2回 ウェル
ネス クリスマス会 を開催 した。今年 も本研 究会の学生
会 員 を中心 に企画 ・運営 を担い,他 学部学生,他 大学
院生,多 くの市民 ボラ ンテ ィアの方 々の ご協力 を得て
合唱,演 奏 な どの余興 を楽 しんだ。当Hは 入院中の患
者 さんや外 来通院 中の患 者 さんな ど沢 山の方 々(ioo
名前 後)が 参加 され,昨 年 同様,高 い評価 を得た。
最 後 にな ったが,2006年はウェルネス研究会代 表の
齋藤 が病 院の ウェル ネス ワーキ ングの メ ンバー と し
て,病 院玄 関の 「ウェルネスエ リア」設置 に向けた動
きに参 画 し,「病 院環 境の ウェルネス」 を考 える基 盤
を整 える仕事 を与 え られたこ とは特記すべ きこ とと考
える。次年度 に喜 ば しい結果が報告で きるこ とを期待
している。
2「 ウェルネ スセクション」研 究会 の
今後 の課題 と展望
2006には第1回 ウェルネスシ ンポジウムの成功 を
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表3第 一 回 ウェ ル ネス シ ンポ ジ ウム ア ンケ ー ト集計 結 果
n(%;
質問項目 大変良かった 良かった まあ ま あ 良 くなかった 無回答
施設について 16(29.6)30(55.6)s(u.i; a 2(3..7)
シンポジウムの進行について 77(31.5)30(55.6)s(s_s; 〔」 2(3.7;
シンポジウムの内容について
① ウ ェ ル ネ ス セ ク シ ョンの 紹 介 21(3R.9)23(42.6)35.6 a 7(is..①
②特別講演 34(63.0) 13(24.1)47.9 0 s(5.s;
③患者の声 13(24.1)23(42.6)s(s.s; 1(1.9> 12(22.2;
④家族の声 8(1生8) 22(40.7)s(s.s; 3(5.F) is(2s.s;





・高柳先生のお話が楽 しく,そ して勉強になりました。齋藤先生,応援 してます。
。特別講演はとても興味深かったのですが,健常者の立場 と患者さんの立場では違 うのでは?少 しハイテンション過ぎた。
・高柳先生の話は説得力があった。
・どんどん厳 しくなってきている医療現場でどこまでこんな 「ゆとり」の医療のあり方が可能なのか。
「ウ ェ ル ネ ス シ ンポ ジ ウ ム」 に関 連 した もの
・生 命 とい う こ とを,皆 で考 えて い くこ とが で きる の で は な い か,と い うこ の よ うな企 画 は大 変 良 い の で は ない か と思 う。 そ
の 中 で色 々物 的 な もの も必 要 で あ る とWう が,そ れ に携 わ る の は 人 と人 で あ る とWう の で,そ の こ と も も っ と考 えて い くの
が い い の で は,と 思 う。
。初 め て のせ い か も知 れ ませ ん が ,少 し難 しか った 。
・参 加 して良 か っ たで す 。 新 しい 視 点 か ら病 院 を見 る こ とが で きそ うで す 。
。とて も有 意 義 な時 間 を過 ごせ ま した。
・ち ょっ と した発 想 の 転 換 で治 療 の 場 ,そ の もの が 癒 しの 空 間 に 十分 な り得 る とい うこ とを知 っ た。 今 後 は 「癒 し」 とい う点
を 念頭 に既 存 の施 設 設 計 等 を観 察 して み た い と思 う。




。京大病院で第1回 のシンポジウムが出来た事を大変嬉しく思います。,,.後も続 く事を希望 します。
・研究会の活動状況など知ることができて嬉しいです。
・ウェルネスの紹介のチラシが欲 しかったです。活動の記録 と次の方針 も含めて欲 しいです。




収 め,こ れ まで歩み続 けて きたこ とが年々,成 果 と し
て着実 に進歩 につ なが ってい るこ とを実感 している。
ウェルネス研究会 としては,今 後,さ らに新たな役割
と課題 を明確 にす る必要があ る と考 える。 これ まで通
り有用情報検討 ・交流支援検討部門での活動 を継続 し
つつ,こ れ まで置 き去 りになって きた相談検討 ・教育
プログラム検討 を中心 に した活動 も現実化 してい く必
要が ある。 もともと研究会 は,病 院の中 に もっと気軽
に日常 の療養生活上の情報が得 られ る場所,あ るいは
患 者 さん 自身 の闘病経 験 が,他 の患 者 さんへ の 「闘
病」へ の 良い ア ドバ イス にな る ような情報 交換 の場
所,市 民 や学生 のボラ ンテ ィアによるコ ンサー トな ど
の交流支援 に よって患者 さんの心の癒 しが得 られ るよ
うな場所 が必要 と考 え,そ の ような全人的医療 を補完
する場 としての 「ウェルネスセ クシ ョン」の研 究会が
始 まった。
患者 さん とそのご家族が必要 とす る多様 なニーズ を
満 たす ことが で きる ように,多 様 な選択肢(情 報)を
提供 するのがサ ポー トグループ としての ウェル ネス研
究会 の 目的で あ り,「ウェルネスセ クシ ョン」 の役割
であ る。 この点 に関 しては,療 養者が 「ウェル ネス」
を達 成す る には治療 は も とよ り,人 の健康 に関す る
「心 身相 関」の概念 を基本 と して,「自己治癒力の活性
化」 や 「QOLの 維 持 ・向 上」の ため に 身 体 的 ・心
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今 回 の シ ンポ ジ ウ ムで 何 か参 考 に な る よ う な こ とが あ り ま した か
は い37名(68,5%),い い えO名,無 回 答17名(3L5%)
「は い」 の方,具 体 的 に
「ウ ェ ル ネ ス」 に 関連 して
・は っ き り した もの は な いが ,何 か 感 じる こ とが あ った 。
。ウ ェ ル ネ ス とは何 か と考 え る,知 る機 会 と な った 。
・人生 を楽 し く生 きる工 夫 をす る こ と。
。心 の持 ち方 。
・心 の健 康 が 如 何 に大 切 か 良 く分 か りま した 。
・今 日か ら前 向 きで 生 活 してい き たい 。 笑 う こ と感 動 す る,少 しで も多 く取 り入 れ た い。
。前 向 きな姿 勢 が 病 気 を癒 す 。
・CAMと して 中 で もア ロマ セ ラ ピー に よ る看 護 ケ ア,緩 和 ケ ア に興 味 が あ り研 究 中 で す 。 本 日の お 話 で 健 康(身 体 的 ・精 神
的)の.・助 と して ア プ ロ ーチ 方 法 の お 話 を参 考 に させ て 頂 き ま した 。
・特 別 講演 の生 き方 の サ ゼ スチ ョン。
・反面 教 師 的 に,お 金 の な い人 に と って の ウ ェ ル ネス も考 え て 欲 しい 。
「癒 し ・自 己治 癒 力 」 に関 連 して
。発 想 の転 換.,自 己 治 癒 力 の偉 大 さ。
・自 己 治癒 力 の大 切 さ を認 識 しま した。
・癒 しの効 果 を もつ ハ ー ド,そ して そ の 心(精 神,哲 学)を 学 べ た 。
。医療 側 の ス トレス,患 者 側 の ス トレス,自 分 の 気 持 ちの 良 い 空 間 をつ くる事 の大 切 さ。
♂癒 し"の 意 味 につ い て再 度 見 つ め 直 す き っか け とな った ポ 癒 し"と"不 安"の 間 に どの よ う な関 係 性 が あ るの か とい う こ
とに つ い て私 な りに考 え てい き たい と思 う。
・医学 的 な治 療 だ けで な く,癒 しや 笑 い が 免 疫 力 を高 め て 治療 に プ ラス に な る とい うこ とが 具 体 的 に分 か った 。
・癒 しの治 療 を もっ て現 場 の医 療 へ 。
。リラ ック ス色 が 緑 で あ る こ とを知 りま した 。
・緑 が い い と い うの が 分 か った 。 笑 い が 大 切 とい うの も分 か っ た 。
ウ ェ ル ネ ス と環 境 に関 連 して
・環 境 整 備(WelD
。癒 しの環 境 ,病 院 環 境 につ い て 。CLの 立場,医 療 関係 者 の立 場 に つ い て考 え させ られ ま した 。
・病 院 内 の環 境 と院 内 患 者 の精 神 状 態 との 関 係 。
。環 境 と免 疫 力 。
・病 院(待 合 室 ,外 来,病 棟etc)のデ ザ イ ンの 工 夫 につ い て 。
・明 る く楽 しい施 設 の 大 切 さが 患 者 さん とス タ ッ フ双 方 の ウ ェ ル ネ ス の大 切 さ,い ろ い ろ あ りが とう ご ざ い ます 。
患 者 さん ・御 家 族 に関 連 して
・患 者 さん の体 験談
・自分 も家 族 と と もに今H聞 い た よ うな 暮 ら しに近 づ きた い か ら。
・こ うい うム ー ブ メ ン トが 起 こ っ た事 が 嬉 しい で す 。
。兄 が 胃が ん に な り,,,は元 気 で す が,,,後 の 生 活 で 何 か 手 助 け で きれ ば,と 思 い ま す。
・患 者 さん の生 の声 が 聴 け た。





け,医 療 関係者や一般社会人への 「ウェル ネス」概 念
の浸透 と同時 に,最 終 目的であ る 「が ん患者 さん とそ
の ご家族 のための ウェルネスセ クシ ョン」での活動の
実現 に向けて頑張 って行 きたい と考 える。
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